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●エンジン始動中及び停止後はしばらくの間、エンジン・マフラー等は高温になっています。必ず冷間時に作業を
　行ってください。 （素手で触ると火傷をする恐れがあります）

●各ボルト及びナットはサービスマニュアルに従い規定トルクを厳守し締め付けてください。（締め付け不良はボル
　ト及びナットの破損や緩みの原因となり部品の脱落等につながる恐れがあります）

●法定速度を厳守し安全運転を心がけてください。
　（転倒による怪我、死亡事故の原因になります）　

●エンジンを始動させる場合は、必ず換気の良い場所で行ってください。密閉した様な場所ではエンジンを始動さ
　せないでください。（一酸化炭素中毒になる恐れがあります）

●近くにガソリンなどの危険物や可燃物を絶対に置かないでください。
 （火災の原因になります）

警 告 取り扱いを誤ると死亡又は重症を負う可能性が想定される内容を表示します。

注 意 取り扱いを誤ると傷害又は物的障害が発生する可能性が想定される内容を表示します。

●作業を行う際は、水平な場所で車輌を安定させた安全な状態で作業を行ってください。
 （作業中オートバイが転倒し怪我をする恐れがあります）

●取り付けは技能・知識のある方を対象としております。整備資格のある方又は認証工場で行ってください。
　（製品の機能が損なわれ故障等の原因になります）

●製品取り付け後は走行前に必ず走行に関する機能が正常であることを確認した上で走行してください。

●取り付けたボルト及びナットは約 100km 走行後、改めて規定トルクで増し締めを行ってください。また、
　500km 毎に定期点検を行ってください。

●走行中に異常が発生した場合は、直ちに走行を中止し、安全な場所に停止して異常個所の点検を行ってください。

●取り付けの際には軍手・長袖等で身体を保護し、十分注意してください。
　（怪我をする恐れがあります）

●お客様による分解や修理・改造は危険ですので行わないでください。修理の際は、お買い上げ販売店または当社に

　

●当社指定車種以外への取り付けは行わないでください。
　（製品の機能が損なわれ故障等の原因になります）

ご連絡ください。（製品の機能が損なわれ故障等の原因になります）

この度は当社製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。
ご使用の際には、この取り扱い説明書を熟読し、内容を十分にご理解の上で正しい取り付けを行いご使用くださ
い。取り扱い説明書の指示及び警告、注意に反したご使用により損害が発生した場合、当社はその責を負いかね
ますのでご注意ください。またこの取り扱い説明書は製品を破棄されるまでお手元に保管していただき、第三者
に譲渡される場合は必ずこの取り扱い説明書も譲渡者にお渡しください。

安全のための注意事項



① ダンパー本体
② フロントステー
③ クランプ A
④ クランプ B
⑤ リアステー
⑥ キャップボルト /M10X80
⑦ フランジキャップボルト /M8X40

⑧ フランジキャップボルト /M8X25
⑨ ボタンボルト /M8X20
⑩ ローヘッドボルト /M6X15
⑪ カラー Ｌ16
⑫ フランジナット /M8
⑬ ワッシャ /M10

・車種専用サービスマニュアル
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個数品名 個数品名

CB1000F/SE 26
8BL-SC94

車種 / 年式
型式

標準取付時間 0.6 ｈ

データベース

標準付属品

ご用意いただく物
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⑦

④

⑨⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

⑤

①

② ③

※本製品の内容は令和08年04月現在のものです

作業開始前の準備

必ず取り扱い説明書の「標準付属品」ページ（P3）を参考に付属品をご確認ください。

「安全のための注意事項」ページ（P2）を読んで、パフォーマンスダンパーⓇの取扱方法を守ってください。

この取り扱い説明書を熟読し、内容をご理解のうえ、取り付けを始めてください。

パフォーマンスダンパー®装着後はフレームの減衰が変化します。サスペンションの動きも変わるため、社外サス
ペンションでセッティングを出している場合、減衰を弱める方向へリセッティングを検討してください。

車種専用サービスマニュアルに従って作業を行ってください。特に締め付けトルクはサービスマニュアル
を参照のうえ、必ず守ってください。



車体側

1. エンジン・マフラーが冷えている事を確認
後、車体を平坦な安定した場所で固定して
ください。

2. 左前側エンジンハンガーブラケットのボル
トと純正ナットを外します。

3. 『⑥キャップボルトM10X80』に『⑬ワッシャ
/M10』と『②フロントステー』を通します。

4. フロントステーＡＳＳＹを純正ナット仮止めし
ます。

HONDAエンジンガード(08P00-MLV-J00)
と同時装着する場合

※パフォーマンスダンパー®本体及び
取り付けステー部に他の製品のスペー
サーカラー等挟まないでください。ダ
ンパー特性が大きく変わる可能性があ
ります。

⑥

⑬
②

車体左側

×2

×2

取り付け作業
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約55ｍｍ

③

➉

④ ⑨

⑤

5. ボルトとクリップを外し、左サイドカバー
を外します。

6. 『③クランプＡ』、『④クランプＢ』と『⑤リア
ステー』の位置関係は左記になります。

7. クランプＡＳＳＹをフレームに仮止めします。

7-2. クランプ仮付けのおおよその位置。

※パフォーマンスダンパー®本体及び
取り付けステー部に他の製品のスペー
サーカラー等挟まないでください。ダ
ンパー特性が大きく変わる可能性があ
ります。

約25ｍｍ

インジェクターカプラーから約25mm
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３

8. 『①パフォーマンスダンパー®』の向きに注意し
『⑤リアステー』の外側と『②フロントス
テー』の内側に『⑪カラーL16』を挟み『①パフ
ォーマンスダンパー®』を取り付けます。
後ろ側『⑧フランジキャップボルト/M8X25』、
前側を『⑦フランジキャップボルト/M8X40』で
それぞれ『⑫フランジナット/M8』で、取り付け
ます。

本製品の内容は令和08年07月現在のものです

260728KNM02

作業終了後に
●ボルト・ナット等の締め忘れが無いことを再度確認してください。
　部品の脱落により重大事故を引き起こす原因になります。

9. ボルト、ナットを規定トルクで締め付けます。

後側ステー部︓M8 20Nm

クランプ部︓M6 10Nm

パフォーマンスダンパー®
取り付け部︓20 Nm

前側ステー部︓M10 39Nm

※エンジン等に接触していないことを
確認してください。

【締め付け順序＆トルク】

２

１

３

４

【パフォーマンスダンパー®の向き】

前側

１

３

２

３

４

４

●純正のパーツ、カウル類を元に取りつけてください。
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【締め付け順序】　

⑧

⑤

⑦

⑪
①

②

①

⑫
⑫



取 扱 上 の ご 注 意

パフォーマンスダンパー®を装着するとスタンダード車とは操縦感覚が異なります。充分に慣れるまで注意して運転してください。

警  告

乗車前に各部に緩み、ガタがないことを確認してください。

パフォーマンスダンパー®の清掃は、中性洗剤を使用し、柔らかい布かスポンジで水洗いします。洗車後は、柔らかい布

などで水分をよくふき取ってください。

●

●

適正機能の妨げとなり、効果を発揮できない可能性がありますので、以下のことを必ず守ってください。

・軸方向に力を加え、伸ばしたり縮めたりしないでください。

パフォーマンスダンパー®は納入状態で車両取付に最良の長さにな

っております。長さを変えた場合、すぐ元には戻りません。また、車

両に取り付かなくなる可能性があります。取り付いた場合でも車

両に余分な力がかかるため、本来の性能を発揮できない可能性が

あります。

・ロッドを回転させないでください。

パフォーマンスダンパー®は納入状態で回転をさせなくても取り付け

られるようになっております。回転をさせてしまって元に戻そうと無

理に回転させると、本来の性能を発揮できない可能性があります。

・他部品と接触させないでください。

長物であるため、取扱時、他部品への接触にご注意ください。シリ

ンダ部分が接触により凹むとピストンの動きが悪くなり、本来の性

能を発揮できない可能性があります。

・ブーツを持ったり、ずらしたりしないでください。

持つことにより変形したり、ずらして異物が混入する可能性があり

ます。

・無理に取り付けないでください。

・当社指定の車種以外への取り付けは行なわないでください。パフォーマンスダンパー®は取り付ける車種に応じてダンパ
　ー特性が異なります。指定車両以外へ取り付けた場合、車両の操作性へ影響が出る可能性があります。

・ダンパー特性はノーマル車両で設定されています。足回りの変更、重量の増減等により車両の操縦性に影響が出る可能性が
　あります。
・パフォーマンスダンパー®本体及び取り付けステー部に他の製品のスペーサーカラー等挟まないでください。ダンパー特
  性が大きく変わり車両の操作性へ影響が出る可能性があります。

　　

取り付けボルトとパフォーマンスダンパー®の孔位置が合わない場

合、無理に取り付けると本来の性能が発揮できなかったり、塗装が

削れ、防錆性能低下の可能性があります。

注  意

伸縮させない

シリンダを凹ませない

ブーツを持ったり
ずらしたりしない

孔位置が合わない場合は
無理に取り付けない

×
ロッドを回転させない×

×

×

×

・パフォーマンスダンパー®装着後はフレームの減衰が変化します。
　サスペンションの動きも変わるため、社外サスペンションでセッティングを出している場合、減衰を弱める方向への
　リセッティングを検討してください。

※“パフォーマンスダンパー®”は、ヤマハ発動機株式会社の登録商標です。

※ 本製品は“パフォーマンスダンパー®”ACTIVEが車種専用にセッティングした商品になります。

取り扱い上の注意


